
助

W
K
H
F
 

n口
h
H

4
Aノ

村

問

題

諸

の

一
、
序

言

佐

清

木

治

々

名
田
村
、
近
世
な
ら
ば
新
田
村
と
い
う
よ
う
に
成
立
原
因
に
も
と
や
す
い
て
分
け
ら
れ
、

従
来
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
村
落
を
分
類
す
る
場
合
、
古
代
な
ら
ば
条
皇
の
村
、
中
世
な
ら
ば
荘
園
の
村
や
在
家
村
・
豪
族
屋
敷
村
・

し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
形
態
上
に
特
色
が
あ
り
、
景
観

的
に
も
地
域
の
特
色
が
鮮
明
に
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
と
る
が
村
を
機
能
の
方
面
か
ら
分
類
す
る
試
み
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い

何
の
変
り
も
な
い
が
機
能
的
に
は
特
異
な
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
機
能
が
、

な
い
。
こ
こ
に
述
べ
る
助
郷
村
の
如
き
は
近
世
の
村
を
機
能
面
か
ら
特
色
づ
け
て
い
る
典
型
で
あ
っ
て
、
景
観
的
に
ほ
一
般
普
通
村
落
と

一
切
の
核
心
宿
駅
を
取
り
囲
ん
で
定
助
郷
・
代

助
郷
・
加
助
郷
・
宿
附
勘
郷
・
増
助
郷
・
当
分
助
郷
と
重
層
関
係
に
お
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
的
に
も
東

海
道
筋
の
助
郷
村
と
中
山
道
筋
の
も
の
と
の
聞
に
は
い
ち
じ
る
し
い
差
異
が
認
め
ら
れ
、
中
山
道
に
は
二
つ
の
情
駅
が
合
宿
し
て
共
通
の

助
郷

Z
n助
郷
グ
を
も
つ
よ
う
な
と
こ
る
も
あ
る
。

助郷村の諸問題

助
郷
村
は
、
宿
駅
と
の
つ
な
が
り
に
お
い
て
、
ま
た
他
踊
郷
村
と
の
関
係
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
助
郷
村
内
部
に
お
け
る

E
m
F
Sロ
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σ
g仙
の
活
動
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
種
々
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
が
あ
る
。
司
と
く
に
宿
駅
か
ら
遠
く
隔
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
助
郷

村
で
は
助
都
機
能
は
大
き
な
負
担
と
な
り
、
宿
駅
近
隣
の
助
郷
村
と
く
ら
べ
て
異
っ
た
様
相
を
呈
す
る
こ
と
と
な
る
。
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助
郷
村
べ
の
負
担
は
街
道
交
通
の
性
質
に
よ
っ
で
違
い
を
生
ず
る
。
参
観
交
替
の
た
め
諾
大
名
が
江
戸
と
領
国
と
の
聞
を
往
来
す
る
道

…
筋
に
あ
た
る
諸
街
道
沿
い
，
の
助
郷
村
の
人
馬
が
徴
発
さ
れ
る
の
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
恒
常
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
京
都
の
皇
室
か
ら
江

戸
の
特
軍
家
に
輿
入
れ
す
石
宮
姫
の
行
列
が
中
山
道
を
通
行
す
る
場
合
、
助
郷
村
は
広
範
囲
に
亘
っ
て
-
動
員
さ
れ
る
が
、
と
れ
は
臨
時
的

の
助
郷
負
担
で
あ
る
。
そ
の
他
、
日
光
街
道
で
は
将
軍
の
日
光
社
参
が
あ
り
、
日
光
例
幣
伎
は
中
山
道
か
ら
例
幣
使
街
道
を
通
り
、
特
定

の
路
を
も
た
な
い
も
の
に
茶
蜜
道
中
が
あ
り
、
朝
鮮
人
質
使
や
琉
球
人
使
節
も
，
大
行
列
を
な
し
て
荷
道
を
通
る
。
と
の
よ
う
な
場
合
い
ず

れ
も
助
郷
人
馬
の
徴
用
と
な
り
て
い
る
心

助
郷
と
い
う
の
は
本
来
宿
駅
に
お
げ
る
常
備
人
馬
の
不
足
を
助
け
る
郷
村
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
当
然
宿
駅
を
本
と
し
て
考
察
さ

れ
る
が
、
ま
た
別
に
河
川
や
湖
海
が
街
道
の
交
通
機
能
障
害
と
な
り
、
こ
れ
に
基
因
す
る
特
殊
助
郷
が
あ
る
。
東
海
道
安
倍
川
に
み
る

F

川
助
郷
グ
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
は
そ
の
好
例
で
、
と
れ
ま
た
充
分
吟
味
せ
ね
ば
な
ら
な
い
助
郷
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
助
郷
村
の
諸
問
題
に
つ
い
て
色
々
な
視
点
か
ら
多
角
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
素
材
を
提
起
す
る
こ
と
が
当
面
の
目
的
で
あ

る。

二
、
街
道
と
助
郷
村

助
郷
村
成
立
の
前
提
条
件
の
第
一
は
街
道
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
街
道
は
、
徳
川
幕
府
の
刺
便
を
主
な
呂
的
と
し
て
聞
か
れ
た
も
の
で

五
街
道
と
助
郷
村

あ
る
か
ら
、
一
幕
府
の
所
在
地
で
あ
る
江
戸
を
中
軸
と
し
て
、
幕
府
と
つ
な
が
り
の
深
い
と
と
ろ
に
向
っ
て
い
た
。
京
都
は
皇
居
の
所
在
地

で
、
朝
幕
の
関
係
は
最
上
位
に
あ
り
、
大
阪
に
は
定
番
・
在
番
・
加
番
が
お
か
れ
、
堺
・
伏
見
・
奈
良
に
は
そ
れ
ぞ
れ
奉
行
を
設
け
て
い



る
の
で
、
江
戸
・
京
都
聞
の
街
道
は
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
間
に
は
東
海
道
・
中
山
道
の
二
条
の
街
道
が
開
か
れ

た
。
東
照
宮
の
鎮
座
す
る
日
光
へ
は
日
光
道
中
が
あ
り
、
北
海
道
に
箱
館
奉
行
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
往
来
に
奥
州
道
中
が
開
か

れ
、
甲
府
に
は
勤
番
支
配
が
あ
り
、
下
諏
訪
で
中
山
道
に
連
繋
す
る
必
要
も
あ
っ
た
か
ら
甲
州
道
中
が
聞
か
れ
て
い
る
。

五
街
道
と
い
え
ば
、
普
通
に
は
以
上
あ
げ
た
五
つ
を
指
す
が
、
地
方
凡
例
録
に
は
、
'
こ
の
う
ち
‘
奥
州
道
中
を
除
い
て
水
戸
道
中
を
加

え
、
ま
た
・
甲
州
道
中
の
代
り
に
北
陸
街
道
を
数
え
る
と
い
ー
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
諸
例
撰
要
に
よ
る
と
、
江
戸
を
起
点
と
す
る
主

要
街
道
は
東
海
道
・
中
山
道
・
甲
山
州
街
道
・
奥
州
街
道
・
日
光
街
道
・
水
戸
道
・
佐
倉
道
の
七
街
道
と
し
て
い
る
。

東
海
道
に
は
周
知
の
よ
う
に
品
川
に
は
じ
ま
り
大
津
ま
で
の
五
十
三
次
が
あ
る
が
、

と
き
に
は
京
都
か
ら
大
阪
に
至
る
京
街
道
も
東
海

道
の
延
長
と
見
て
、
こ
の
、
間
に
あ
る
伏
見
・
淀
・
枚
方
・
守
口
の
四
宿
を
加
え
る
r

場
合
も
あ
る
。
中
山
道
は
板
橋
か
ら
守
山
ま
で
の
六
十

，
七
宿
で
、
東
海
道
と
重
複
す
る
草
津
・
大
津
を
加
え
る
と
六
十
九
次
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
甲
小
州
街
道
は
内
藤
新
宿
か
ら
石
和
ま
で
の
一
ニ

十
八
宿
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
甲
府
か
ら
下
諏
訪
ま
で
の
間
に
あ
る
韮
崎
・
台
ケ
原
・
教
来
石
・
蔦
木
・
金
、
沢

2

・
上
諏
訪
の
六
宿
を
加
え

て
、
四
十
四
宿
を
数
え
る
場
合
も
あ
る
。
日
光
街
道
は
千
住
か
ら
宇
都
宮
ま
で
の
十
七
宿
と
、
徳
次
郎
(
上
・
中
・
下
に
分
か
れ
る
〉
か

助郷村の諸問題

ら
大
沢
・
今
市
・
鉢
石
ま
で
を
合
わ
せ
て
二
十
一
宿
(
徳
次
郎
を
三
宿
に
数
え
る
と
二
十
三
宿
)
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
十
七
宿
は
奥
州

街
道
の
宿
駅
を
兼
ね
て
い
る
か
ら
、
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
奥
州
街
道
は
、
白
沢
・
氏
家
・
喜
連
川
・
佐
久
山
・
大
田
原
・
鍋
掛
・
越
堀

-
芦
野
・
白
坂
ぺ
・
白
川
の
十
宿
で
あ
る
。
と
き
に
は
江
戸
・
青
森
聞
の
六
十
九
宿
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
。

次
に
五
街
道
の
宿
駅
に
お
け
る
常
備
人
馬
の
規
模
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
こ
う
。
徳
川
氏
が
東
海
道
の
伝
馬
を
定
め
た
の
は
慶
長
六
年

217 

(
一
六

O
一
)
で
、

そ
の
際
の
各
宿
駅
常
備
伝
馬
数
は
、
駅
逓
志
料
記
載
の
白
坂
宿
に
あ
て
た
「
御
伝
馬
之
定
三
拾
六
疋
に
相
定
」
と
い

-
う
よ
う
粍
三
十
六
疋
で
あ
っ
た
が
、
元
和
二
年
(
一
六
二
ハ
)
に
は
占
寸
五
疋
に
増
加
し
、
参
観
交
替
制
度
の
確
立
し
て
後
三
年
の
寛
永
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十
五
年
三
六
三
八
)
に
は
さ
ら
に
百
疋
に
増
加
し
た
。
中
山
道
で
も
、
慶
長
十
一
年
三
六

O
六
)
細
久
手
宿
に
宛
て
た
文
書
に
「
御

伝
馬
二
拾
五
疋
、
人
足
拾
人
に
相
定
候
」
と
あ
っ
て
、

は
じ
め
は
常
備
伝
馬
数
二
十
五
疋
で
あ
っ
た
が
お
後
に
は
五
十
疋
に
増
加
し
た
。

と
の
よ
う
に
し
て
五
街
道
の
宿
駅
の
常
備
人
馬
は
、
交
通
量
の
最
も
多
い
東
海
道
が
百
疋
百
人
、
と
れ
に
次
い
で
中
山
道
と
佐
屋
路
が
五

十
疋
五
十
人
、

日
光
・
奥
州
・
甲
州
の
三
街
道
が
各
二
十
五
疋
二
十
五
λ
と
定
め
ら
れ
た
。

L
か
し
各
宿
駅
で
は
囲
人
馬
な
ど
が
あ
っ
て

実
動
人
馬
数
は
常
備
人
馬
数
よ
り
も
下
廻
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
大
通
行
の
場
合
院
は
こ
の
宿
駅
常
備
の
人
馬
だ
け
で
は
不
思
を
告
げ

た
。
こ
の
不
足
を
充
た
す
必
要
に
促
さ
れ
て
発
生
し
た
の
が
助
郷
制
度
で
あ
る
。
か
よ
う
に
し
て
元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)
に
全
国
主
要

街
道
の
助
郷
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
助
郷
は
地
域
に
よ
っ
て
種
々
の
特
色
が
あ
る
。
い
ま
そ
の
一
つ
と
し
て
助
郷
圏
の
大
き
さ
を
東
海
道
・
中
山
道
・
奥
州
街
道
に
つ

い
て

F

較
べ
て
み
よ
う
。
そ
の
た
め
に
主
と
し
て
第
一
次
助
郷
圏
す
な
わ
ち
定
助
郷
の
分
布
を
考
察
す
る
。

ま
ず
東
海
道
に
つ
い
て
五
十
三
次
中
の
凡
そ
中
ほ
ど
に
位
す
る
宿
駅
を
選
ん
で
、
そ
の
定
助
郷
の
分
布
を
み
る
た
め
、
富
士
の
裾
野
の

吉
原
宿
の
場
合
か
ら
は
じ
め
る
と
、
嘉
永
田
年
(
一
八
五
一
)
定
助
郷
の
村
数
四
十
村
、
そ
の
助
郷
勤
高
一
三
、
八
三
九
石
、
分
布
形
態

は
ほ
ぼ
円
形
を
呈
し
て
い
る
(
第
1
図
A
)
。
定
助
郷
の
分
布
を
距
離
的
に
み
る
と
、
宿
駅
か
ら
の
距
離
が
二
キ
但
圏
内
に
十
一
カ
村
、

四
、
四
三
五
石
が
入
り
、
四
キ
ロ
圏
ま
で
を
数
え
る
と
二
十
一
カ
村
、
七
、
三
九
五
石
と
な
り
、

さ
ら
に
八
キ
ロ
圏
に
拡
大
す
る
と
三
十

ニ
カ
村
を
含
み
、
全
助
郷
勤
高
の
八
七
%
と
な
る
。
各
距
離
圏
の
助
郷
勤
高
を
み
る
と
、
宿
駅
に
接
し
て
集
中
し
、
遠
ざ
か
る
に
従
っ
て

漸
減
し
て
い
る
(
第
1
図
B
)
。
吉
原
宿
に
は
二
十
カ
村
の
加
助
郷
が
用
意
さ
れ
、
定
助
郷
が
人
馬
の
需
要
に
応
じ
き
れ
な
い
と
き
に
、

そ
の
不
足
を
補
う
第
二
次
助
郷
で
あ
る
。
そ
の
加
助
郷
勤
高
は
四
、
二
一
五
石
、
分
布
は
宿
駅
か
ら
一

0
キ
ロ
乃
至
二
六
キ
ロ
は
な
れ
た

潤
井
川
流
域
が
主
体
を
な
し
て
い
る
。
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吉
原
宿
か
ら
西
に
向
っ
て
富

士
川
を
越
え
る
と
蒲
原
宿
と
な

る
。
宿
場
町
と
‘
い
う
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
両
宿
ば
富
士
川
の
対

向
宿
場
一
腐
を
形
成
し
て
い
一
る

吉原・蒲原雨宿の定助郷圏

が
、
定
助
、
郵
圏
か
ら
考
察
す
る

と
、
蒲
原
宿
の
助
郷
圏
t

が
九
そ

の
宿
駅
の
あ
る
富
士
川
の
右
岸

に
な
く
て
、
吉
原
宿
助
郷
軍
と

同
じ
左
岸
に
あ
り

m
第
1
図

A
)
、
両
宿
の
助
榔
圏
は
決
し

第 1図

て
対
向
型
に
な
っ
て
い
な
い
点

に
興
味
が
あ
る
一
。
蒲
原
宿
の
定
十

助
郷
三
十
一
カ
村
は
富
士
川
下

流
東
岸
か
ら
潤
井
川
に
は
さ
ま

れ
た
地
域
に
分
布
し
て
い
る
の

で
、
宿
駅
か
ら
は
な
れ
、
大
体
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八
キ
ロ
か
ら
十
四
キ
ロ
の
簡
に
多
い
。
し
た
が
っ
て
各
距
離
圏
の
助
郷
勤
高
も
そ
の
ピ

1
ク
が
宿
駅
を
遠
ざ
か
っ
た
と
こ
ろ
に
で
き
て
い

こ
の
宿
駅
の
南
は
海
、

北
は
山
地
で
村
が
な
く
、

る
(
第
1
図
B
)
。
と
の
よ
う
に
蒲
原
宿
の
助
郷
が
特
異
な
分
布
形
態
を
示
す
の
は
、

勢
い
富
士
川
の
デ
ル
タ
面
の
村
々
に
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
加
助
郷
高
玉
、

. 

こ
の
宿
に
は
、

三
九
石
、
天
保
七
年
(
一
八
三
六
)
加
助
郷
二
十
カ
村
と
い
う
記
録
が
あ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
加
助
郷
が
あ
っ
た
が
、
嘉
永
三
年
二

八
五

O
)
に
加
助
郷
の
編
成
替
が
行
わ
れ
て
、
増
助
郷
・
代
助
郷
合
せ
て
四
十
八
カ
村
が
で
き
た
。
こ
の
第
二
次
助
郷
圏
は
潤
井
川
上
流

に

拡

が

っ

て

い

る

が

、

黄

瀬

川

琉

域

な

ど

に

飛

地

を

も

っ

て

い

る

。

:

薩
埋
峠
を
西
に
越
え
る
と
興
津
宿
同
文
政
三
年
(
一
八
二

O
)
と
の
宿
か
ら
江
川
太
郎
左
衛
門
に
差
出
し
た
「
御
尋
に
付
以
書
付
奉
申

土
候
」
註
(
る
に
よ
る
と
、
定
助
郷
四
十
八
カ
村
、
勤
高
一
一
一
、
八
一
二
石
、
な
お
「
当
宿
に
加
助
郷
無
御
座
候
、
代
助
郷
無
御
座
候
」
と

あ
っ
)
て
、
定
助
郷
だ
け
で
、
加
助
郷
や
代
助
郷
を
も
た
な
か
っ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。
嘉
永
四
年
(
一
八
五
二
-
に
は
助
郷
村
が
一
村
増

し
て
四
十
九
カ
村
に
な
っ
て
い
る
が
、
勤
高
は
従
前
と
変
っ
て
い
な
い
。
こ
の
定
助
郷
圏
は
、
東
に
薩
撞
峠
で
阻
ま
れ
て
伸
び
ず
、
興
津

川
流
域
か
ら
西
へ
か
け
て
拡
が
り
、
さ
ち
に
江
尻
宿
助
郷
圏
を
飛
び
越
え
て
折
戸
湾
沿
岸
に
ま
で
延
び
(
第
2
図
)
、
最
も
速
い
助
郷
村

で
も
十
四
キ
ロ
。
大
体
十
キ
ロ
圏
内
に
助
郷
勤
高
七
、
六
二
七
石
、
全
体
の
六
四
%
が
あ
る
。
そ
し
て
各
助
郷
村
の
勤
高
に
差
が
少
な
い

こ
と
が
分
布
上
の
一
つ
の
特
色
を
な
し
、
吉
原
宿
の
定
助
郷
今
泉
村
の
如
き
は
一
村
で
二
、
九
四
九
石
(
総
定
助
郷
勤
高
二
二
、
八
三
九

石
の
二
一
%
に
当
る
)
も
持
っ
て
い
た
が
、
興
津
宿
の
助
郷
村
で
最
も
大
き
い
の
で
も
村
松
村
の
六
二
五
石
に
過
ぎ
法
い
。

」一

江
尻
宿
で
は
宿
に
近
接
し
て
辻
・
江
尻
・
入
江
・
江
民
出
作
・
元
追
分
・
上
野
原
の
六
町
村
が
宿
附
に
な
り
、
ま
た
高
橋
・
上
清
水
・

下
清
水
・
有
東
坂
・
吉
川
・
北
矢
部
の
六
カ
村
が
加
宿
一
ど
足
、
つ
f

て
い
石
の
で
、

p

定
助
郷
は
そ
の
外
固
に
位
置
守
る
と
ど
と
な
る
。
、
宝
暦
七

年
(
一
七
五
七
)
江
尻
宿
助
郷
惣
代
が
奉
行
所
に
差
出
し
た
歎
願
書
に
、
「
駿
州
江
尻
宿
助
郷
三
十
三
ケ
村
惣
代
の
も
の
ど
も
申
上
候
、
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私
ど
も
村
々
惣
高
八
千
九
百
七
十
七
石
に
し
て
、
江
尻
宿
助
郷
を
相
勤
め
候
」
と
あ
っ
て
、
助
郷
が
三
十
三
カ
村
、
勤
高
八
、
九
七
七
石

で
あ
っ
た
が
、
嘉
永
田
年
(
一
八
五
一
〉
に
は
三
十
九
カ
村
、
九
、
七
一
四
石
に
増
加
し
て
い
る
。
各
助
郷
村
の
勤
高
の
最
高
は
下
足
洗

村
の
一
、
五
八
五
石
、
瀬
名
村
の
一
、
三
三
七
石
、
最
小
は
山
合
い
の
長
尾
村
が
二
八
石
、
羽
高
村
が
二
五
石
で
あ
る
。
助
郷
圏
は
偏
心

的
に
四
方
に
拡
が
り
、
主
と
し
て
巴
川
流
域
の
平
野
が
中
心
で
、
惣
勤
高
の
四
四
%
に
当
る
四
、
三
二
六
石
が
宿
駅
か
ら
六
キ
ロ
内
に
あ

り
、
五
四
%
が
一

0
キ
ロ
か
ら
一
八
キ
ロ
ま
で
の
聞
の
地
域
に
分
布
す
る
、

と
い
う
よ
う
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
て
い
る
(
第

2

図
)
。府

中
宿
の
助
郷
は
二
十
一
カ
村
で
、
村
数
の
少
な
い
宿
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
の
「
宿
助
郷
人
馬
取
調
写
」
に

「
加
宿
・
加
助
之
儀
当
宿
に
無
御
座
候
」
と
あ
っ
て
、
定
助
郷
ば
か
り
で
、
第
二
次
助
郷
を
も
っ
て
い
な
い
。
と
の
よ
う
に
わ
ず
か
二
十

一
カ
村
だ
け
の
定
助
郷
を
も
つ
ば
か
り
で
も
府
中
宿
の
助
郷
と
し
て
の
任
務
は
果
し
得
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
村
数
に
お
い
て
は
少
な

か
っ
た
が
、
勤
高
に
お
い
て
は
他
の
宿
駅
と
同
じ
よ
う
に
一
一
、
八
四
五
石
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
と
は
各
村
の
勤
高
が

多
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
馬
淵
村
の
二
五
石
だ
け
が
例
外
で
、
他
は
す
べ
て
一

O
O石
以
上
で
、
最
も
多
い
の
は
北
安

東
村
の
一
、
八

O
三
石
、
曲
金
村
の
一
、
三
九
一
石
、
平
均
し
て
五
六
回
石
と
な
る
。
各
助
郷
村
の
勤
高
が
均
等
に
大
き
い
こ
と
は
第
2

図
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
分
布
形
態
は
、
宿
駅
を
中
心
と
し
た
半
円
形
で
、
西
方
は
安
倍
川
に
遮
ら
れ
て
定
助
郷
村
は
な
く

(
実
は
こ
の
安
倍
川
沿
い
に
川
助
郷
の
村
々
が
あ
る
)
、
東
部
と
北
部
に
分
布
し
、

し
か
も
二
キ
ロ
か
ら
四
キ
ロ
の
聞
に
最
も
多
く
、
平

均
す
れ
ば
三
キ
ロ
と
い
う
と
と
に
な
る
。
そ
し
て
四
キ
白
圏
内
に
ほ
と
ん
ど
の
助
郷
村
が
入
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
助
郷

勤
高
の
大
き
い
村
々
を
近
距
離
に
得
ら
れ
る
と
と
は
、
宿
駅
に
と
っ
て
も
、
ま
た
助
郷
村
に
と
っ
て
も
好
都
合
で
あ
っ
て
、
色
々
な
面
で

負
担
の
軽
減
に
な
る
。
府
中
宿
に
お
け
る
助
郷
の
分
布
は
最
も
理
想
的
な
か
た
ち
と
い
え
よ
う
。

、
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安
倍
川
を
越
え
て
丸
子
宿
、
そ
れ
か
ら
以
西
三
遠
国
境
の
白
須
賀
宿

ま
で
の
十
三
宿
の
助
郷
圏
に
つ
い
て
は
筆
者
が
既
に
「
新
地
理
」
誌
上

東海道鳴海宿の定助郷分布

で
発
表
し
た
の
で
、
と
こ
で
は
省
略
す
る
喪
2
〉

O

東
海
道
の
西
方
の
宿
駅
の
一
例
と
し
て
鳴
海
宿
の
助
郷
圏
を
挙
げ
て

み
よ
う
。
鳴
海
は
宮
と
知
立
の
両
宿
の
間
に
あ
る
宿
駅
で
、
尾
張
領
の

宿
場
と
し
て
三
河
知
立
の
宿
場
に
対
し
て
い
た
。
定
助
郷
の
村
数
は

十
五
カ
村
、

そ
の
助
郷
勤
高
は
一
五
、
九
五
四
石
で
あ
っ
た
。
助
郷
圏

は
第
3
図
に
示
す
よ
う
に
、
宿
駅
を
中
心
に
八
キ
ロ
圏
を
描
く
と
二
十

第3図

五
の
村
々
が
悉
く
入
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
ら
東
海
道
地
域
の
助
郷
菌
に
対
し
て
、
中
山
道
の
場
合
は
ど
の

よ
う
に
ち
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
中
山
道
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
合

宿
が
多
い
の
で
、
単
独
の
宿
駅
と
し
て
和
田
宿
を
選
ん
で
み
る
と
、
こ

る
と
、

こ
は
中
山
道
最
大
の
難
所
和
田
峠
を
控
え
、
下
諏
訪
宿
と
共
に
山
麓
型
対
向
宿
場
町
と
な
っ
て
い
る
。
玉
置
哲
郎
氏
の
研
究
賢
三
に
よ

宿
と
加
宿
で
十
八
人
十
八
疋
、

総
助
郷
の
余
荷

宿
立
人
馬
五
十
人
五
十
疋
の
う
ち
囲
人
馬
を
除
い
て
四
十
五
人
四
十
五
疋
を
、

負
担
で
十
人
十
疋
、
諏
訪
湖
西
南
部
の
十
六
カ
村
で
十
七
人
十
七
疋
と
い
う
よ
う
に
振
分
け
て
い
た
。
そ
し
て
第
4
図
に
示
す
よ
う
に
、
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中
山
道
に
沿
っ
て
大
出
・
鍛
冶
足
な
ど
十
二
カ
村
が
加
宿
と
な
っ
て
和
田
宿
を
中
心
と
し
て
約
八
キ
ロ
圏
内
を
占
め
る
の
で
定
助
郷
の
村

々
は
上
回
盆
地
の
諏
訪
街
道
沿
い
に
拡
が
る
こ
と
と
な
り
、
約
十
六
キ
ロ
の
第
一
次
助
郷
圏
を
形
成
す
る
と
と
と
な
る
。
和
国
宿
で
は
こ
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の
定
助
郷
の
ほ
か
に
、
加
助
郷
が
上
回
盆

地
内
の
松
本
街
道
沿
い
と
、
松
本
盆
地
の

中山道和田宿の定助郷分布

〆
東
部
に
あ
っ
て
、
約
二
十
キ
ロ
の
第
二
次

。ぇ酷fRt
tJ:加も

F 干1;'吋

助
郷
圏
を
構
成
し
、
さ
ら
に
増
助
郷
が
長

野
盆
地
の
南
西
部
と
諏
訪
湖
西
南
部
の
三

州
街
道
に
沿
っ
て
で
き
、
約
四
十
五
キ
ロ

の
第
三
次
助
郷
圏
を
形
造
っ
て
い
る
。
F
」

の
よ
う
な
わ
け
で
・
中
山
道
の
定
助
郷
圏
は

第4図

東
海
道
の
場
合
の
二
倍
ぐ
ら
い
に
拡
が
つ

t

，t'
'
J
 

主
管
唯
吟
f
t

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

づ
ぎ
に
奥
州
街
道
の
場
合
を
み
る
に
、

厳
密
な
意
味
の
奥
州
街
道
は
前
述
し
た
よ

う
に
白
沢
か
ら
白
川
ま
で
の
十
宿
を
指
し
、
五
駅
便
覧
註
(

4

)

に
よ
れ
ば
、
こ
の
十
宿
~
は
い
ず
れ
も
助
郷
を
も
た
な
い
宿
駅
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
参
親
交
替
の
よ
う
な
大
通
行
の
場
合
、
常
備
人
馬
だ
け
で
は
間
に
合
う
は
ず
は
な
く
勢
い
助
郷
村
の
援
助
が
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
、
奥
州
街
道
の
延
長
に
当
る
有
壁
宿
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
と
ろ
次
の
資
料
を
得
た
。
こ
の
宿
駅
は
岩
手
県
一
ノ
関
の
す

ぐ
南
に
在
る
。

る

こ
の
資
料
は
明
治
三
年
(
一
八
七

O
)
会
津
藩
が
斗
南
へ
移
住
さ
せ
ら
れ
た
際
に
有
壁
宿
を
通
過
し
た
時
の
も
の
で
あ
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第 1表有壁宿助郷村の加人足数

力日 入 足
村 名 一村 高

人足山目駅|一ノ関|
実謀役

ま で駅まで
計

石 人
78人

人 人 人
片 馬 ムロ 596.05 124 21 99 223 

普 賢 A主Zゐ主 513.73 司107 61 17 78 185 

赤 児 557.58 116 68 18 86 202 

藤 渡 戸 547.33 114 67 18 85 199 

末 野 627.74 130 77 21 98 228 

奈 良 坂 682.89 142 84 23 107 249 

清 水 646.66 135 85 23 108 243 

金 森 717.44 149 91 25 116 265 

金 沢 1，620.'49 337 一

飯 倉 483.97 101 

有 日:J::;幸手 813.81 169 101 27 128 297 

金 回 328.90 69 54 15 69 

清水馬場 235.60 49 39 10 49 

熊 国 倉 ‘433.50 90 71 19 90 

徳 田 796.25 166 131 35 166 

中 奥 玉 977.02 203 160 43 203 

下 奥 玉 759.61 158 124 34 158 

南 梨 679A8 141 111 30 141 

オヒ 梨 1，119.51 233 183 50 233 

寺 沢 582.05 121 95 26 121 

増 沢 570.04 119 94 25 119 

上 奥 玉 698.94 145 114 31 145 

l口為 1仰 40 13，1~8 511 1.2，4凶|
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十
月
十
九
日
よ
り
間
十
月
二
十
五
日
迄
斗
甫
御
藩
御
移
住
に
付
加

入
足
助
郷
村
々
江
割
合
書
上

人
足

二
千
五
十
八
人
五
分

御
継
立
高

内
人
足

二
百
八
十
三
人
五
分

一
ノ
関
迄

奥州街道有壁宿の加入足助郷分布

人
足

千
六
百
二
十
一
人

山
目
迄

人
足

百
五
十
四
人

人
足

一
ノ
関
迄

千
二
十
九
人
二
分
五
犀

比
五
分
増

人
足

三
千
八
十
三
人
七
分
五
厘

二
口
〆

人
足

三
千
百
十
五
人
実
仕
高

内
人
足

二
千
四
百
五
十
二
人

山
田
駅
迄
御
継
立
仕
候
分

人
足

六
百
六
十
三
人

一
ノ
関
駅
迄
御
継
立
仕
候
分

第5図

そ
し
て
加
入
足
助
郷
村
二
十
二
カ
村
が
供
出
し
た
人
足
数
は
第
1

表
の
通
り
で
滝
村
高
合
計
一
四
、
九
九

O
石
四
斗
、
人
足
一
ニ
、

八
人
、
実
仕
高
よ
り
三
人
多
く
な
っ
て
い
る
。
と
れ
ら
の
村
々
の
分

布
を
図
示
す
る
と
第
5
図
の
知
く
で
、
有
壁
宿
か
ら
約
二
十
四
キ
ロ

圏
を
描
く
と
、
ど
の
村
も
そ
の
中
に
入
る
。
こ
れ
は
東
海
道
の
助
郷

圏
の
凡
そ
三
倍
の
拡
が
り
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。



(2} 

脇
街
道
と
助
郷
村

前
述
し
た
よ
う
な
幹
鎮
で
あ
る
五
街
道
に
対
し
て
、
数
々
の
脇
街
道
ま
た
は
脇
往
還
或
は
脇
道
が
支
繰
と
し
て
存
在
し
て
い
る
σ

そ
れ

ら
の
中
で
も
、
と
く
に
往
来
の
頻
繁
な
の
は
、
水
戸
道
・
美
濃
路
・
佐
屋
路
・
伊
勢
路
・
中
国
路
で
あ
る
。
水
戸
道
は
千
住
か
ら
金
町
・

松
戸
を
経
て
水
戸
に
宝
る
も
の
。
美
濃
路
は
垂
井
で
中
山
道
に
分
か
れ
て
名
古
屋
に
至
る
も
の
で
、
そ
の
聞
に
大
垣
・
墨
俣
・
起
・
萩
原

-
稲
葉
・
清
、
洲
の
六
宿
が
あ
る
。
佐
屋
路
は
岩
塚
・
万
場
・
神
守
・
佐
屋
を
経
て
桑
名
へ
の
馬
次
回
宿
が
あ
り
、
舟
路
を
入
れ
て
三
十
六

キ
ロ
の
短
路
に
す
ぎ
な
い
が
、
河
川
が
多
く
水
難
に
悩
ま
さ
れ
る
難
路
で
あ
っ
た
。
伊
勢
路
は
四
日
市
で
東
海
道
と
分
か
れ
、
神
戸
・
白

子
・
上
野
・
津
・
松
坂
・
小
俣
・
山
田
に
至
る
聞
で
、
参
宮
者
が
多
く
眠
わ
っ
た
道
で
あ
る
。
中
国
路
は
大
阪
か
ら
下
関
に
至
り
、
さ
ら

に
大
皇
か
ら
小
倉
に
至
る
甚
だ
長
距
離
の
道
で
あ
っ
て
、
か
つ
て
は
京
都
と
太
宰
府
と
を
結
ぶ
大
路
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
脇
街

道
的
存
在
と
な
り
、
幕
吏
と
し
て
は
わ
ず
か
に
長
崎
奉
行
が
往
来
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

幕
吏
の
多
く
在
来
し
た
道
に
佐
渡
路
が
あ
る
。
佐
渡
は
金
を
多
く
産
出
し
て
い
た
の
で
、
佐
渡
奉
行
が
置
か
れ
、
新
潟
は
裏
日
本
の
要

港
だ
か
ら
新
潟
奉
行
を
置
い
て
い
た
の
で
、
江
戸
と
新
潟
・
佐
渡
の
聞
を
幕
吏
が
多
く
通
行
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
三
道
が
聞
か

助郷村の諸問題

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
は
、
白
川
で
奥
州
街
道
か
ら
分
か
れ
、
長
沼
・
勢
至
堂
・
赤
津
・
原
を
経
て
、
若
松
に
達
し
、
坂
下
に
出
て
、

阿
賀
川
に
沿
う
て
野
沢
・
赤
谷
等
を
通
り
、
新
発
回
・
新
潟
・
弥
彦
を
経
て
、
寺
泊
か
ら
佐
渡
に
航
す
る
道
筋
で
あ
っ
て
、
冬
季
積
雪
深

く
往
来
し
難
い
と
き
は
、

つ
ぎ
の
信
濃
通
り
に
よ
っ
た
。
そ
の
こ
は
、
中
山
道
を
追
分
か
ら
分
か
れ
、
上
田
・
矢
代
・
善
光
寺
・
荒
井
・

高
田
・
柏
崎
を
経
て
、
出
雲
崎
か
ら
佐
渡
の
小
木
に
渡
る
の
で
あ
る
。
そ
の
三
は
、
中
山
道
を
高
崎
で
分
か
れ
、
三
国
通
り
を
通
行
す
る
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も
の
で
ヲ
渋
川
・
北
牧
・
横
堀
・
中
山
・
塚
原
・
布
施
・
須
川
・
相
俣
・
永
井
・
浅
貝
・
二
居
・
三
俣
・
関
・
六
日
町
・
浦
佐
・
川
口
・

長
岡
・
与
板
を
経
て
、
出
雲
崎
か
ら
佐
渡
に
渡
る
道
筋
で
あ
る
。
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ζ

う
い
っ
た
脇
街
道
の
宿
駅
に
助
郷
村
が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。
佐
渡
路
の
よ
う
な
果
、
冷
な
山
路
で
人
通
り
も
少
な
か
ろ
う
と
思
わ

れ
る
と
と
し
ろ
に
助
郷
村
の
あ
る
わ
け
が
な
い
よ
う
に
皮
相
的
に
は
感
じ
ら
れ
る
が
、

ζ

の
想
定
に
一
-
つ
の
問
題
が
あ
る
と
し
セ
狙
っ
て
み

た
の
で
あ
s

色。

す
な
わ
ち
、
一
一
デ
一
国
峠
を
越
す
佐
渡
路
に
あ
る
中
山
宿
で
は
、

p

壊
原
宿
江
こ
豆
一
之
問
、
是
又
極
験
岨
に
て
馬
足
難
相
立
程
之
場
所

h

に
御
座
侯
問
、
三
国
連
第
一

θ
難
場

k
t、
都
て
翻
触
之
、
ほ
継
立
入

馬
平
日
倍
増
に
相
懸
り
候

主
主
位
還
難
決
助
郷
願
書
帳
出
に
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
三
国
通
、
り
の
最
も
越
ゑ
難
い
の
除
永
井
、
.
浅
貝
間
十
四
キ
ロ
の
三
国
峠
越
え

で
、
冬
季
降
雪
多
く
、
道
も
埋
め
-
ら
れ
る
の
で
、
往
来
の
前
日
成
、
斧
を
も
づ
て
氷
雪
を
切
り
砕
き
、
道
を
造
る
と
い
う
作
業
を
行
い
、

ま
た
べ
「
馬
附
荷
物
迄
λ
足
陀

4

て
脊
お
ひ
、
既
犯
人
足
拾
人
持
主
荷
物
陰
五
六
拾
人
位
に
屯
漸
く
持
運
び
」
と
い
う
よ
う
に
、
人
が
馬
に
代

一
っ
て
荷
物
を
運
ん
だ
」
伝
ぎ
で
あ
り
‘

L
か
も
多
数
の
人
足
を
必
要
乏
し
た
の

v

で
あ
る
。

ι

「
奉
行
所
宛
助
郷
願
』
に
よ
る
一
と
、
喪
主

三
国
峠
之
儀
は
大
難
所
比
て
、
当
時
平
地
雪
中
五
六
尺
‘
~
一
吹
溜
之
揚
所
者
、
菅
一
夫
四
尺
程
も
有
~
迄
ぜ
御
通
行
φ
節
ほ
~
、
前
回
斧
を
以
て

道
筋
を
附
侯
程
之
難
場
に
て
、
年
々
十
月
よ
り
三
四
月
頃
ま
で
は
烏
足
相
立
不
申
候

と
い
う
よ
う
に
、
助
郷
の
ζ

と
が
散
見
す
る
め
せ
、

ζ
rの
よ
・
う
な
僻
違
め
道
筋
に
'
も
助
郷
村
の

t

存
在
し
た
ζ
と
が
如
岳
、
れ
る
。
な
お
と
の

三
国
通
り
の
難
路
は
、
永
井
宿
本
陣
比
収
蔵
さ
れ
て
い
る
関
札
か
ら
み
て
も
、
「
牧
野
備
前
守
宿
、
牧
野
駿
河
守
休
、
牧
野
玄
審
頭
休
十

一月ム
e

百
、
牧
野
雪
堂
休
十
月
、
堀
丹
波
守
r

宿
六
月
期
日
、
溝
甘
伯
看
守
信
、
榊
康
遠
江
守
休
』
と
あ
る
よ
う
花
、
一
長
両
・
主
根
山
‘
村

松
‘
新
発
田
・
高
固
な

E
越
後
の
藩
主
の
往
来
が
あ
り
、
参
観
堂
替
の
仲
通
路
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
之
の
よ
う
な
場
合

に
は
宿
駅
の
少
数
人
馬
で
は
到
底
間
に
合
わ
ず
、
そ
の
負
担
は
当
然
助
郷
村
へ
か
か
っ
て
く
る
。



こ
の
こ
と
は
信
濃
通
り
の
佐
渡
路
ゐ
す
な
わ
ち
北
国
街
道
で
も
云
ゑ
る
の
で
あ
っ
て
、
中
山
道
と
北
国
街
道
と
の
分
岐
点
w
h
あ
る
追
分

宿
と
沓
掛
宿
と
が
一
緒
に
な
っ
て
正
徳
四
年
三
!
七
“
一
四
)
!
代
官
に
訴
え
出
た
申
し
分
に
よ
る
と
、
佐
渡
お
よ
び
‘
越
援
が
ら
上
マ
で
え
る

一
宿
こ
十
五
疋
捷
三
宿
七
十
五
疋
ま
で
は
払
智
馬
で
附
抄

金
銀
銅
搬
の
荷
物
は
、
追
分
・
沓
掛
'
軽
井
視
の
三
宿
が
一
致
し
て
勤
め
、

送
り
、
な
お
不
足
の
分
は
助
郷
を
集
め
て
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、
と
あ
る
の
-
で
、
同
巴
荷
物
判
明
佐
渡
路
・
を
通
過
す
る
か
ら
に
は
完

そ
の
街
道
の
"
宿
駅
、
は
み
は
い
助
郷
村
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

主
主
ろ
が
ち
と
れ
ま
で
脇
街
道
φ
助
郷
村
に
関
し
て
は
殆
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
に
期
棒
せ
'
一
ね
ば
な
ら
ぬ
課
!
題
山
で
あ
・

る。
幹
線
街
道
や
脇
謂
道
俗
ほ
か
に
、
見
遁
し
て
は
な
ら
な
い
道
と
し
て
、
特
権
者
の
通
行
す
る
こ
筋
が
あ
る
。
そ
れ
は
日
光
御
成
道
と
例

幣
使
道
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

一
品
、
助
郷
村
の
諸
相

助郷村の諸問題

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
街
道
の
性
質
や
交
通
量
の
流
れ
具
合
な
ど
に
よ
っ
て
助
郷
村
に
は
種
々
相
が
現
わ
れ
て
《
る
。
以
下
逐
次
そ

れ
ら
の
問
題
・
に
つ
い
て
瞥
見
L
て
み
よ
う
。

助
郷
村
以
前
a

の
助
馬
村

助
一
郷
制
度
が
確
立
す
る
。
以
前
、
に
お
い
て
、
宿
駅
常
備
の

λ
馬
を
使
い
果
し
て
た
お
不
足
す
る
よ
う
な
と
と
が
‘
大
通
行
の
場
合
に
は
当
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然
お
と
り
得
る
筈
で
あ
る
が

3

そ
の
場
合
は
ど
ろ
し
て
い
た
で
あ
ろ
か
、
ま
た
そ
の
呼
称
は
何
、
と
い
っ
た
で
あ
ろ
ろ
か
、

と
い
う
こ
“
と
が

問
題
主
な
ら
吃
く
る
'p
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助
郷
村
以
前
の
助
郷
的
村
を
助
馬
村
と
い
っ
て
い
た
こ
と
は
、

正
保
三
年
(
一
六
四
六
)
に
東
海
道
の
宿
駅
に
出
さ
れ
た
通
達
か
ら
窺

知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
本
伝
馬
百
疋
並
助
馬
出
払
、
馬
無
之
時
は
、
其
所
之
庄
屋
・
問
屋
往
還
之
面
々
え
、
其
趣
可
申

断
、
然
上
は
往
還
互
に
申
合
、
前
後
之
人
馬
不
滞
様
に
、
震
時
刻
定
、
段
々
に
可
相
通
」
と
あ
っ
て
、
助
馬
と
称
し
て
い
た
と
と
、
ま
た

初
期
に
お
い
て
は
助
馬
ま
で
遣
い
切
っ
た
と
き
は
断
る
と
と
も
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
人
馬
の
継
立
の
上
で
、
宿
馬
と
助
馬
の
使
用

に
つ
い
て
の
問
題
も
あ
り
、
宿
駅
で
は
付
け
に
く
い
荷
物
を
助
馬
に
付
け
さ
せ
た
り
、
或
は
必
要
も
な
い
の
に
朝
か
ら
呼
び
寄
せ
た
り
し

た
こ
と
が
あ
り
、
助
馬
村
の
方
で
は
あ
ま
り
役
に
立
た
ぬ
老
人
や
子
供
を
人
足
に
出
し
た
り
弱
馬
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
に
万
治
元
年
(
一
六
五
八
)
宿
駅
と
助
馬
村
と
の
両
方
に
誓
紙
を
出
さ
せ
て
い
る
。
宿
方
の
誓
紙
前
書
に
は
「
馬
出
し
候
村
之
馬

に
、
付
に
く
き
荷
物
を
付
さ
せ
、
付
能
荷
物
は
我
等
共
町
之
馬
に
計
付
申
間
敷
候
、
或
は
不
入
馬
を
朝
よ
り
よ
び
寄
、
或
は
用
な
く
し
て

日
暮
迄
も
置
候
儀
仕
間
敷
候
、
総
て
不
寄
何
事
、
助
馬
之
方
え
非
儀
申
懸
間
敷
候
」
と
あ
り
、
助
馬
村
か
ら
は
「
何
町
え
助
馬
之
儀
被
仰

付
候
、
少
も
我
偉
な
る
儀
不
仕
、
何
町
よ
り
触
次
第
、
馬
急
度
出
し
可
申
事
」
を
誓
っ
て
い
る
。

(2) 

d畠.
ロ

助

郷

山
形
県
下
で
は
金
山
峠
か
ら
上
山
盆
地
の
楢
下
に
出
て
上
山
で
米
沢
街
道
に
接
す
る
羽
州
街
道
が
参
観
交
替
の
通
路
で
十
二
、
一
ニ
の
大

名
が
通
っ
た
か
ら
、
上
山
・
黒
沢
・
松
原
・
山
形
・
天
童
・
六
回
・
宮
崎
・
楯
岡
・
本
飯
田
・
土
生
田
・
尾
花
沢
・
名
木
沢
・
舟
形
・
新
庄

-
金
山
・
及
位
を
経
て
秋
田
に
通
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
宿
駅
の
う
ち
、
黒
沢
と
松
原
、
六
固
と
宮
崎
、
本
飯
田
と
土
生
田
は
い
ず
れ

も
合
宿
で
、

二
つ
の
集
落
で
一
つ
の
宿
駅
の
機
能
を
発
揮
し
て
お
り
、

長
井
政
太
郎
博
士
に
よ
る
と
註

(

6

)

、
そ
れ
ぞ
れ
上
中
匂
と
下
匂

と
に
別
れ
て
継
立
し
て
い
た
。
例
え
ば
黒
沢
は
上
・
中
匂
に
松
原
の
補
助
を
勤
め
、

下
匂
は
松
原
が
黒
沢
の
援
助
に
当
る
仕
組
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
酒
井
・
佐
竹
の
よ
う
な
大
藩
の
参
観
交
替
に
は
六
回
・
宮
崎
は
楯
岡
に
、
土
生
田
・
本
飯
田
と
名
木
沢
は
尾
花
沢
に
合
宿
と



な
っ
て
主
山
・
山
形
・
天
童
・
楯
岡
・
尾
花
沢
・
舟
形
・
新
庄
だ
け
が
宿
駅
の
仕
事
を
す
る
定
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
山
形
三
田
町
か
ら
嘉

永
元
年
(
一
八
四
八
)
提
出
し
た
文
書
に
は
、
十
二
人
の
大
名
家
中
等
の
交
通
に
要
し
た
人
足
が
年
平
均
五
、
三

O
O入
、
大
名
通
行
の

当
日
は
人
足
一
、
六

O
O人
・
馬
一
、

八
O
O疋
程
で
、
山
形
の
助
郷
十
八
カ
村
の
う
ち
当
時
は
四
カ
村
八
、
六

O
O石
で
負
担
し
た
。

ま
た
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
の
記
録
で
は
、
黒
沢
松
原
合
宿
・
の
常
備
人
馬
は
人
足
五

O
人
・
馬
三

O
疋
、
尾
花
沢
は
五

O
人
五

O
疋
を

交
代
に
常
備
し
た
。
他
の
宿
駅
は
二
五
人
二
五
疋
を
常
備
し
、
そ
の
う
ち
二
二
人
二
二
疋
を
使
用
し
て
不
足
分
を
助
郷
に
割
当
て
る
な
ら

わ
し
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
合
助
郷
に
つ
い
て
は
明
か
に
し
て
い
な
い
が
、

そ
の
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

中
山
道
の
宿
駅
は
一
宿
ご
と
に
五

O
人
五

O
疋
の
常
備
人
馬
を
用
意
し
て
お
く
規
定
で
あ
る
が
、
宿
駅
規
模
の
小
さ
い
信
濃
路
で
は
二

宿
ま
た
は
三
宿
が
一
緒
に
な
っ
て
継
立
て
を
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
は
じ
め
の
頃
は
軽
井
沢
・
沓
掛
・
追
分
す
な
わ
ち
浅
間
山
麓
根
越

の
三
宿
と
か
、
塩
名
田
・
八
幡
・
望
月
・
芦
田
の
四
宿
は
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合
宿
で
あ
っ
た
。
宝
永
三
年
(
一
七

O
五
)
の
「
信
州
軽
井
沢

沓
掛
追
分
人
馬
継
立
之
覚
」
に
は
、

御
伝
馬
之
儀
、

一
宿
式
拾
五
疋
宛
三
ケ
宿
肪
、
七
拾
五
疋
迄
は
宿
馬
を
以
附
送
、
右
之
外
駄
数
有
之
節
は
助
郷
召
呼
(
中
略
)
、
七
拾
'

助郷村の諸問題

五
駄
之
外
御
荷
物
有
之
候
節
は
何
れ
の
宿
に
て
も
弐
拾
五
疋
之
外
勤
侯
分
者
助
郷
同
前
に
心
得
(
中
略
)
、
三
宿
助
郷
御
証
文
一
致
に

有
之
上
は
、

一
宿
同
前
之
儀
に
候

と
あ
っ
て
、
三
宿
の
助
け
合
で
継
立
を
す
る
こ
と
、
と
の
三
宿
の
助
け
合
の
方
法
を
肪
(
最
合
と
書
く
と
と
も
あ
る
)
と
呼
ん
で
い
る
と

と
が
察
知
さ
れ
る
。
こ
れ
は
完
全
な
合
宿
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、
人
馬
数
に
制
限
を
つ
け
た
合
宿
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
道
中
奉
行
は

231 

助
郷
村
の
指
定
を
一
紙
証
文
で
三
宿
連
体
に
下
附
し
て
い
る
。
と
れ
は
こ
の
三
宿
が
浅
間
山
麓
の
村
方
が
少
な
い
た
め
で
あ
る
。

そ
こ
で
三
宿
航
と
証
文
一
紙
の
助
郷
村
と
の
聞
に
は
複
雑
な
問
題
が
起
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
省
略
す
る
。
こ
う
し
た



232 

肪
制
度
は
延
享
三
年
(
一
七
四
六
V

に
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
中
山
道
全
両
肢
に
亘
る
も
の
で
あ
る
が
、
沓
掛
と
追
分
、
小
田
井
と
岩
村

問
、
塩
名
田
と
八
幡
、
望
月
と
芦
田
が
そ
れ
ぞ
れ
合
宿
し
て
合
助
郷
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
中
山
道
各
宿
駅
の
助
郷
高
は
、
板
橋
宿
の

一
五
、
八

O
O余
石
を
筆
頭
に
、
大
体
は
一
宿
一
万
石
以
上
で
あ
る
が
、
沓
掛
か
ら
和
固
ま
で
の
十
宿
は
、
二
宿
ず
つ
の
合
助
郷
で
あ
り

な
が
ら
一
万
石
前
殺
と
な
っ
て
い
る
。
追
分
と
沓
掛
の
合
助
郷
高
は
九
、
四
八
三
石
で
あ
る
。
木
曽
の
諸
宿
は
三
宿
ま
た
は
四
宿
が
合
宿

し
て
合
助
郷
を
も
ち
、
そ
の
高
は
八
、
三

O
O石
か
ら
一
豆
、

0
0
0石
の
間
に
あ
っ
た
。

一
口
に
合
助
郷
と
い
っ
て
も
?
、
そ
の
中
に
定
助
郷
も
、
あ
れ
ば
代
助
郷
も
あ
り
、
ま
た
加
助
郷
・
宿
附
助
郷
・
増
助
郷
・
当
分
助
郷
も
あ

る
と
と
は
、

一
般
の
助
郷
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
追
分
・
沓
掛
両
宿
の
合
助
郷
に
つ
い
て
み
る
と
甚
だ
広
範
囲
に
拡
が
り
、
速
い
と
こ

ろ
で
は
六

0
キ
ロ
に
も
及
ん
で
い
る
。
註

(

7

)

(3) 

j、
足

助

郷

羽
州
街
道
の
よ
う
な
僻
遠
地
?
と
か
中
山
道
、
の
よ
う
な
山
聞
を
縫
う
街
道
一
の
場
合
に
は
宿
駅
規
模
の
小
さ
い
こ
と
か
ら
合
宿
が
生
じ
合
助

郷
が
で
き
る
こ
と
を
み
て
き
た
の
で
あ

7

る
が
、
街
道
の
末
端
部
の
宿
駅
付
属
の
助
郷
は
ど
ん
な
状
態
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
適
例
を
守
口
宿

の
場
合
に
み
る
。
江
戸
時
代
、
の
東
海
道
は
江
戸
と
京
都
と
を
結
ぶ
大
街
道
で
、
所
謂
五
十
三
次
は
品
川
に
始
ま
っ
て
大
津
に
至
る
の
で
あ

る
iJ~ 

し
か
し
伏
見
・
淀
・
枚
方
'
守
口
を
経
て
大
阪
に
出
る
京
街
道
も
東
海
道
の
延
長
と
見
徴
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
守
口
は
東
海

道
最
末
端
の
宿
駅
と
い
っ
て
よ
い
と
と
と
な
る
。

守
口
宿
は
東
海
道
で
も
最
末
端
だ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
京
街
道
に
平
行
し
て
、
淀
川
の
舟
運
が
あ
っ
て
人
貨
物
を
運
び
、
ま
た
西
国

荷
一
道
が
あ
っ
て
、
西
国
大
名
の
参
観
交
替
に
は
捷
路
と
な
っ
て
お
り
、
大
阪
が
近
距
離
に
あ
る
た
め
、
旅
人
の
宿
泊
は
少
な
く
、
馬
は
大

阪
枚
方
聞
を
宣
行
し
て
、
守
口
宿
で
は
馬
継
を
行
わ
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
守
口
宿
は
交
通
量
も
乎
常
は
多
く
な
く
、
股
賑
で
も



な
か
っ
た
。

と
の
点
大
津
以
東
の
東
海
道
諸
宿
と
異
な
っ
て
お
り
、

宿
駅
で
あ
っ
て
も
、
大
通
行
が
あ
れ
ば
急
に
多
数
の
人
員
を
集
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
守
口
宿
は
紀
伊
家
通
行
の
際
、
人
足
一
、
七
O
O人

し
た
が
っ
て
助
郷
の
状
態
も
大
分
ち
が
っ
て
く
る
。
日
常
は
閑
散
な

余
を
集
め
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
助
郷
村
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る

r

。

菊
田
太
郎
氏
に
よ
る
と
(
註
8
v
、
守
口
宿
付
属
の
助
郷
村
で
は
、
そ
の
助
郷
義
務
は
土
木
水
利
な
ど
と
共
に
村
政
の
一
部
と
さ
れ
、

し
た
が
っ
て
特
別
の
役
員
は
な
く
、
助
郷
惣
代
も
助
郷
村
の
圧
屋
が
交
代
に
勤
め
て
い
た
。
ま
た
助
郷
関
係
の
負
担
・
経
費
も
普
通
の
村

小
入
用
の
一
部
と
し
て
、
高
持
百
姓
に
高
劃
一
で
課
し
て
い
た
。
守
口
宿
に
は
じ
め
て
人
足
定
助
郷
が
付
属
さ
れ
た
の
は
元
禄
二
年
(
一
六

八
九
)
頃
で
、
今
市
、
南
島
・
江
野
・
上
ノ
辻
・
別
所
・
般
若
寺
・
焼
野
・
土
居
の
八
カ
村
だ
一
っ
た
が
、
守
口
宿
と
は
中
聞
に
村
落
を
は

さ
ん
で
隔
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
あ
ま
り
よ
い
配
置
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
元
禄
七
何
年
(
一
六
九
四
)
に
第
2
表
の
よ
う
に
改
め
ら
れ

助郷村の諸問題

守口宿の人足助郷勤高

定 助 郷 古E l助 郷

村名|助郷高 有名|助郷古

石
853 石土 居 439 門真二番

大 校 587 南十番 359 

西渡波 432 下 島 320 

世 木 512 北十番 257 

a馬 場 252 ;¥ 番 422 

門真四番 852 七 番 434 

門真三番 758 ムノ、 番 355 

計

第 2表
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爾
後
幕
末
ま
で
踏
襲
さ
れ
た
。

と
と
ろ
が
、
宝
永
元
年
ご
七

O
四
)
に
な
勺
て
、
こ
の
定
助
郷
七
カ

村
の
う
ち
土
居
・
西
橋
被
を
除
く
五
カ
村
は
助
郷
投
に
堪
え
る
力
が
な
い

と
て
助
郷
の
割
替
を
出
願
し
た
一
が
、

そ
の
「
乍
恐
御
訴
訟
言
上
』
の
文
書
一

中
に
「
守
口
宿
人
足
定
助
之
儀
〔
中
路
〉
人
足
助
郷
相
勤
被
申
候
」
と
い

う
よ
う
に
人
足
助
郷
の
呼
称
が
み
え
る
が
、
馬
継
が
な
く
人
足
継
だ
け
を
、

行
う
守
口
宿
の
特
色
上
、
助
郷
も
人
足
だ
け
を
供
出
す
る
こ
と
と
な
づ
た
骨

の
で
あ
る
。
ま
た
隣
り
の
枚
方
宿
に
は
大
助
郷
だ
け
が
あ
っ
て
定
助
郷
が

な
か
っ
た
の
に
、
守
口
宿
に
は
定
助
郷
の
あ
る
点
も
巽
っ
て
い
る
。
。
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宝
暦
十
三
年
(
一
七
六
三
)
紀
州
侯
通
行
の
節
、
人
足
が
一
、
七

O
O人
余
も
必
要
で
、
宿
と
定
助
郷
だ
け
で
は
負
担
じ
切
れ
な
い
と

あ
っ
て
第
2
表
の
如
く
七
カ
村
の
加
助
郷
が
設
定
さ
れ
た
。

と
の
加
助
郷
に
続
い
て
み
ら
れ
た
の
は
代
助
郷
で
あ
る
。
本
来
代
助
郷
と
い
う
の
は
定
助
郷
が
困
窮
し
て
休
役
し
た
場
合
、
こ
れ
に
代

っ
て
出
役
す
る
助
郷
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
守
口
宿
の
そ
れ
は
定
助
郷
に
代
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
課
役
を
分

担
し
た
の
で
あ
る
か
ら
増
助
郷
の
性
格
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
守
口
宿
の
代
助
郷
は
天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
か
ら
十
カ
年
間
、
仁
和

寺
-
A
7
市
・
赤
川
等
の
十
一
カ
村
。
定
助
郷
を
補
助
す
る
任
務
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
村
高
に
比
較
し
て
勤
高
が
一
層
少
な
く
、
例
・

え
ば
、
村
高
六
三
四
石
の
仁
和
寺
で
は
三

O
O石
を
勤
高
と
し
て
、
紀
伊
侯
通
行
の
時
一
入
、
大
阪
御
番
衆
通
行
の
時
に
一
人
、
こ
れ
を

女
名
前
を
除
く
全
戸
か
ら
出
し
、
他
の
人
足
や
諸
経
費
は
高
割
で
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
天
保
八
年
(
一
八
三
七
)
か
ら
五
年
間
の
状
況

を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
、
村
方
人
足
が
最
初
は
全
然
出
な
か
っ
た
、
後
に
は
出
勤
超
過
に
な
っ
て
い
る
。

。

内|人

村|足
方|割

史|当
足|高

年
五 1 ，"，

九 |七

一一ムL主ムしこー
九
年

o 1 -一 1 I¥. 

0101 八
0101'-' 

十
年

四|ヨ|一

八 10 1九
一|四 1'-'

十

一|六|年
五|九 1'"'
八|五|又

五 I0 I買
三|四 I~

十

年

四

七
四
八
・
五

O

年
次
(
天
保
)

こ
れ
ら
の
代
助
郷
が
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)

に
年
明
き
と
な
っ
て
定
助
郷
が
困
窮
し
た
の
で
、
嘉
永
元
年
こ
八
四
八
)
に
、
仁
和

寺
・
南
寺
方
・
馬
場
な
ど
三
十
一
カ
村
が
増
助
郷
に
指
定
さ
れ
た
。
期
間
は
二
十
年
間
だ
か
ら
、
慶
応
四
年
(
一
八
六
八
)
と
な
る
わ
げ

で
、
幕
府
は
瓦
解
し
、
助
郷
制
度
の
全
面
的
改
正
と
時
を
同
じ
う
し
て
い
る
。



さ
ら
に
幕
末
に
至
り
、
長
州
征
伐
な
ど
継
立
の
た
め
の
人
足
経
費
増
大
し
、
当
分
助
郷
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
守
口
宿
で
は
元

治
元
年
(
一
八
六
四
)
に
三
島
・
新
田
・
放
出
・
深
江
・
東
我
堂
・
榎
坂
・
垂
水
・
熊
野
田
・
麻
団
組
・
牧
落
・
平
尾
・
浜
・
翻
幣
島
な

ど
広
汎
に
わ
た
っ
て
当
分
助
郷
と
な
っ
た
。

(4) 

助
郷
村
の
負
担

宿
人
馬
で
継
立
を
勤
め
る
の
と
助
郷
人
馬
で
勤
め
る
の
と
の
割
合
は
年
間
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
そ
の

関
係
が
ど
の
よ
う
凶
作
相
違
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
東
海
通
の
中
央
部
、
そ
の
末
端
、
中
山
道
の
山
間
部
の
宿
駅
を
選
ん
で
比
較
し
て
み

ト
4
m
λ
J

。
東
海
道
蒲
原
宿
の
嘉
永
六
年
(
一
八
五
三
)
に
お
け
る
年
間
人
馬
勤
方
を
み
る
と
、
人
足
総
立
数
七
九
、
五
四
五
人
、
う
ち
宿
人
足
立

数
ニ
ニ
、
五
三
二
人
に
対
し
、
助
郷
人
足
立
数
は
そ
の
二
倍
半
の
五
七
、

O
一
三
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
馬
の
方
は
そ
の
逆
で
、
馬
総
立

数
三

O
、
八
二
四
疋
の
う
ち
、
宿
馬
立
数
二
三
、
五
二
三
疋
、
助
郷
馬
立
数
は
そ
の
三
分
の
一
の
七
、
三

O
一
疋
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を

月
別
に
す
る
と
四
月
・
八
月
・
十
二
月
が
ピ

l
ク
と
な
り
、
助
郷
村
で
は
四
・
八
月
の
農
繁
期
と
重
っ
て
い
る
。

助郷村の諸問題

宿
駅
に
対
す
る
助
郷
村
の
負
担
を
考
え
る
場
合
、
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、

一
助
郷
村
が
必
ず
し
も
一
宿
駅
だ
け
に
附
属
す
る
と
は
限

ら
ぬ
、

と
い
う
と
と
で
あ
る
。
例
え
ば
嘉
永
三
年
(
一
八
五

O
〉
蒲
原
宿
の
加
助
郷
に
編
成
替
が
行
わ
れ
た
と
き
の
二
十
カ
村
の
う
ち
他

種
の
助
郷
を
兼
ね
た
の
が
十
ニ
カ
村
あ
り
、
内
房
村
で
は
蒲
原
宿
の
加
助
郷
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
宿
駅
の
代
助
郷
を
も
勤
め
、
さ
ら
に

甲
州
街
道
出
ハ
原
宿
の
定
助
郷
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
な
る
と
、
村
高
に
対
す
る
助
郷
高
の
割
合
が
上
昇
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
馬
の
徴
用

235 

度
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
助
郷
村
の
負
担
は
過
重
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
見
付
宿
に
つ
い
て
、

「
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
)
分
の
人
馬
立
払
並
銭
請
払
仕
帳
」
に
よ
っ
て
宿
勤
と
助
榔
勤
と
を
比
較
し
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第3表見付宿における宿勤と助郷勤との比較(l84l年)

宿 駅 但u 助 郷 倶t
人馬種別

り IT上 もり 上 り

人
人足賃払 5，226 5，3i)6 13，626 16，956 

// 無賃 5，937 7，164 7，204 1J，317 

本 馬 5，145 疋 6， l75 904 716 

軽 尻 3，112 3，018 345 195 

第4表 中山道追分宿における宿勤と助郷勤との比較

総継立数 宿 勤 助 郷 勤

年 次 人ヤ足 | 白鳥 + 

人 足| 馬 入足|馬

?，310人.0 4，3疋35 1，270人.0 1.2疋5911 1，040人.0 
定

元禄15 (1702) 

天保 1 (1830) 14，742.2 113，197 10，810.2 1ム253 3，932.0 3， 

// 2 (1831) 17，797.7 17，987 10，460.8 13，091 7，336.9 4. 

// 3 (1832) 17，O35.5 IS，62(i 10，911.1 13，592 7，024.4 5， 

// 4 (1833) 16，128.0 l7， 832 10，193.4 12，860 5，934.6 4，9'72 

// 5 (1834) 14，521. 7 16，481 9，816.1 11，998 4，705.6 4，4S3 

弘イじ 4 (1847) 11，874.0 lt，641 7，495，4 11，114 4，3713，6 

嘉永 2 (1849) 14，564.9 15，43局 8，003.1 10，3n 6，561. 8 

安政 2 (1855) 21，498.8 18，355 日，079.3 10，139 13，419.5 8， 

// 4 (1857) 13，s29.7 Hi，474 s，75Q.7 11，918 4，879.0 4， 

// 5 (1858) 19，648.3 17，324 8，661.8 10，088 10，986.5 7， 



て
み
る
と
、
第
3
表
の
よ
う
で
、
馬
数
こ
そ
少
な
い
が
、
人
足
数
に
お
い
て
は
助
郷
側
は
宿
駅
側
の
二
倍
を
超
え
る
負
担
を
し
て
い
る
。

東
海
道
の
中
央
部
で
は
蒲
原
宿
で
も
見
付
宿
で
も
と
も
に
年
間
人
足
総
立
数
が
七
十
万
人
を
超
え
る
の

κ、
東
権
道
末
端
の
守
口
宿
で

は
十
二
万
人
ぐ
ら
い
で
、
著
L
く
少
な
い
註
〔
B
U
o

ま
た
守
同
宿
よ
り
も
助
郷
の
出
勤
数
の
方
が
一
般
に
少
な
い
'
の
も
特
色

h

で
あ
る
。
ミ
し
れ

は
継
立
量
が
少
な
い
た
め
、
宿
の
常
備
人
足
は
い
勺
も
出
勤
す
る
か
、
そ
れ
を
越
え
て
の
助
郷
課
役
の
負
担
の
少
な
い
の
に
基
因
す
る
。

無
賃
人
足
を
宿
?
助
郷
混
均
分
す
る
の
は
ζ

の
精
一
駅
の
慣
仔
で
あ
る
。
江
戸
の
方
へ
よ
り
の
継
立

ω方
が
著

ιく
多
い
。
三
れ
ほ
{
寸
回
が

片
宿
主
時
怯
れ
る
涼
国
を
な
し
た
。
御
証
文
人
足
、
賃
人
足
の
い
ず
れ
で
も
、
距
離
が
近
く
て
い
楽
な
大
阪
行
は
楕
動
が
多
〈
、
選
、
い
枚
方

行
に
は
助
郷
勤
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
困
難
な
仕
事
怯
助
郷
人
足
に
さ
せ
る
よ
う
な
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
一
と
一
の
宿
は
前
述
L
た
よ
う
に
馬

継
は
行
わ
一
れ
な
い
か
ら
、
ふ
足
継
だ
け
に
円
以
い
て
眺
め
た
の
で
あ
る
。

ぞ
中
山
道
造
分
宿
の
年
間
木
馬
継
立
数
を
み
る
主
第
4
表
巴
示
す
よ
う
に
、
交
通
頻
繁
な
東
海
道
K
比
べ
る
と
人
足
継
立
も

r

馬
継
立
も
と

も
に
及
ば
な
い
が
、
馬
が
割
合
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
ミ
る
に
特
色
が
あ
る
。
乞
の
表
~
に
よ
る
と
、
元
禄
十
五
年
子
一
色

O
一
品
む
に

出品、

λ
足
は
宿
勤
一
が
や
や
多
い
が
、
ム
馬
、
ほ
勘
郷
勤
が
七
・
一
%
に
あ
及
ん
J

で
い
る
。
一
宥
方
め
歎
願
書
K
ほ
伝
馬
一
五
・
4
7
疋

φ
う
も
、
投
に
た
ち

助郷村の諸問題

役
篤
は
一
、
一
4
1

士
疋
だ
け
で
、
残
り
の
る
も
十
六
疋
は
や
せ
馬
で
半
荷
軽
尻
ば
か
り

d

を
つ
け
て
送
り
、
十
二
一
疋
は
疲
れ
馬
で
役
'
に
た
た
な

い
、
と
あ
っ
て
勢
い
助
郷
馬
の
負
担
が
増
加
す
、
る
ζ

と
と
な
る
。
天
保
年
代
に
込
入
る
と
入
篤
の
継
立
薮
が
激
増
す
る
が
、
夫
体
一
で
一
'
分
の
二

捻
宿
勤
で
あ
っ
た
。
人
馬
の
継
立
は
宿
人
烏
を
造
い
切
r

っ
た
の

E

ち
に
助
郷
に
触
れ
当
て
る
・
一
の
で
あ
る
か
ら
、
助
郷
入
馬
を
一
徴
き
な
く
て
済

「
宿
方
計
り
に
て
御
継
立
相
済
候
回
数
書
上
帳
』
に
よ
っ
て
素
永
二
年
三
八
一
四
九
V

の
追
分
績
の
状
況
を
み
る
と
、
一
百

む
目
も
多
い
。
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七
十
五
日
ほ
宿
人
馬
だ
け
で
間
に
合
い
、
助
郷
木
馬
出
動
は
ニ
-
百
九
自
で
三
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
使
役
J

さ
れ
る
と
と
が
多
く
、
農
繋
期

と
重
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
追
分
宿
の
助
郷
は
同
時
に
沓
掛
宿
の
助
郷
で
も
あ
る
の
で
、
助
郷
村
は
こ
れ
に
倍
す
る
負
担
を
し
て
い
た
と
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思
わ
れ
る
。

以
上
は
東
海
道
と
中
山
道
と
を
比
較
し
な
が
ら
助
郷
村
の
年
間
人
馬
継
立
数
の
差
異
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、

一
般
に
ど
の
宿
駅
で

も
内
面
的
に
は
助
郷
村
と
の
聞
に
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
「
宿
助
郷
人
馬
の
打
込
み
遣
い
」
で
あ
る
。
ど
の
宿

駅
で
も
定
ま
っ
た
常
備
人
馬
の
う
ち
か
ら
囲
人
馬
を
引
去
っ
た
も
の
を
遣
い
切
っ
た
時
に
助
郷
か
ら
人
馬
を
徴
発
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
ー
で
あ
る
が
、
往
々
に
し
て
こ
の
宿
人
馬
を
遣
い
切
ら
な
い
場
合
で
も
助
郷
と
話
合
い
の
上
触
れ
当
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
か
よ
う
な

先
遣
い
の
方
が
後
遣
い
よ
り
も
助
郷
村
に
と
っ
て
は
都
合
の
ょ
い
と
と
も
あ
る
。
昼
過
ぎ
に
触
れ
当
て
ら
れ
る
よ
り
は
朝
の
う
ち
に
触
れ

当
て
ら
れ
た
方
が
好
都
合
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
宿
助
郷
人
馬
の
打
込
み
遣
い
が
行
わ
れ
た
の
は
必
ず
し
も
宿
側
の
都
合
ば

か
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
は
「
助
郷
村
の
内
実
余
荷
」
で
あ
る
。
宿
場
が
火
災
な
ど
で
大
半
焼
失
し
伝
馬
役
に
も
差
支
え

る
と
い
う
よ
う
な
困
窮
の
宿
駅
に
対
し
て
、
助
郷
村
の
方
で
も
見
か
ね
て
、
内
実
は
余
荷
す
な
わ
ち
補
助
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
嘉
永
田
年
(
一
八
五
一
〉
の
「
追
分
宿
助
郷
人
馬
遺
方
内
実
書
上
帳
」
(
註
7
)
に
よ
る
と
、
「
中
山
道
追
分
宿
之
儀
連
々
困
窮
仕
り

(
中
略
)
途
方
に
暮
罷
在
候
を
、
助
郷
村
々
に
て
も
見
る
に
不
忍
示
談
致
し
呉
、
去
る
申
年
よ
り
宿
立
人
馬
五
拾
人
五
拾
疋
之
内
三
人
三

疋
囲
人
馬
引
、
四
拾
七
人
四
拾
七
疋
日
々
宿
方
に
て
遣
払
可
申
処
、
当
時
宿
方
に
て
三
拾
人
三
拾
疋
を
遣
払
、
残
拾
七
人
拾
七
疋
助
郷
に

て
日
々
内
実
余
荷
呉
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
嘉
永
元
年
(
一
八
四
八
)
以
来
、
宿
方
人
馬
三
十
人
三
十
疋
を
遣
い
切
れ
ば
助
郷
に
触
れ

当
て
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
四
十
七
人
四
十
七
疋
の
う
ち
十
七
人
十
七
疋
を
助
郷
が
内
実
余
荷
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

大
通
行
の
場
合
、
先
触
に
よ
っ
て
集
め
て
お
く
人
馬
の
数
は
、
指
定
数
だ
け
で
は
不
足
す
る
と
と
も
あ
る
か
ら
、

か
な
り
多
く
触
れ
当

て
て
お
く
の
が
通
例
で
、

そ
の
中
に
は
実
際
は
使
役
さ
れ
な
い
で
そ
の
ま
ま
返
さ
れ
る
の
も
あ
る
。
と
れ
を
「
不
用
揚
返
し
人
馬
」
と
い

っ
て
、
こ
れ
は
助
郷
の
負
担
と
な
っ
た
。
そ
の
他
先
触
に
示
さ
れ
た
数
以
上
の
人
馬
を
用
意
し
て
通
行
者
の
使
役
に
供
す
る
も
の
に
添
人



馬
と
称
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
と
れ
ま
た
助
郷
の
負
担
と
な
る
。
追
分
宿
で
は
弘
化
四
年
(
一
八
四
七
)
の
継
立
人
足
総
数
一
万
一
千
八

百
余
人
中
、
添
人
足
が
百
十
五
人
で
、
約
一
見
、
馬
総
立
数
一
万
六
千
六
百
疋
中
、
添
馬
十
八
疋
で
、

0
・
一
%
で
あ
っ
た
c

(5) 

定
助
郷
村
の
勤
め
方

一
つ
の
宿
駅
に
は
多
数
の
定
助
郷
村
が
附
属
し
て
い
る
が
、
宿
人
馬
を
遣
い
切
っ
た
場
合
に
い
つ
で
も
定
助
郷
村
全
部
に
触
れ
当
て
る

の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
順
番
に
徴
用
し
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
か
、
従
来
不
明
で
あ
っ
た
。
菊
田
太
郎
氏
も
「
東
海
道
守
口
宿
守
口
駅
」

の
著
書
中
に
、

「
享
保
十
年
以
後
1

守
口
宿
の
定
助
郷
が
隔
年
勤
務
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
残
存
史
料
中
に
こ
れ
を
立
証
す
る
も
の
が
な

い
」
と
い
っ
て
い
る
委
主
。
筆
者
は
最
近
東
海
道
原
宿
の
資
料
喪
主
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

つ
ぎ
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
て
お

く
東
海
道
原
宿
助
郷
三
十
三
ケ
村
は
在
古
定
助
大
助
と
相
分
り
人
馬
差
出
且
大
通
行
之
節
は
加
助
村
々
え
も
触
当
来
り
候
然
る
処
北
条
安

房
守
様
稲
垣
下
野
守
様
道
中
御
奉
行
動
中
享
保
十
己
年
十
一
月
よ
り
定
助
大
助
之
名
目
御
差
留
右
両
助
共
以
来
無
甲
乙
人
馬
割
合
可
差

出
旨
被
御
付
候
其
瑚
り
御
支
配
布
野
惣
太
郎
様
御
役
所
よ
り
助
郷
村
々
半
分
宛
隔
年
に
相
勤
可
申
旨
被
御
渡
高
六
千
五
百
三
拾
四
石
そ

助郷村の諸問題

の
東
西
と
引
分
り
隔
年
に
相
勤
め
候
筈
取
極
め
縄
引
致
し
翌
午
年
者
東
組
年
番
に
相
当
り
同
組
村
は
連
印
之
書
付
を
以
同
御
役
所
被
申

立
候
事

但
し
右
提
書
原
宿
に
所
持
有
之
候

助
郷
高
西
拾
七
ケ
村

東
助
郷
拾
六
カ
村
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て
高
八
十
石

一
、
高
百
二
十
三
石

柳
沢
村

長
沢
新
田

H
H

千
二
百
九
十
六
石

中
里
村

グ
二
百
九
十
五
石

鳥
谷
村
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b

二
一
百
十
六
石

竺
四
百
七
十
八
石

グ
百
六
十
-
一
石

三
一
ニ
一
百
八
石

汐
三
百
二
十
一
石

グ
四
百
二
十
戸
石

竺
百
四
十
二
石

F

H
ニ
百
二
石

W

グ
五
百
六
石

グ
百
二
十
三
石

グ
二
百
二
十
九
一
石

F

二
百
三
石

グ
三
百
八
十
九
石

グ
四
百
二
十
一
石

グ
五
百
七
十
二
石

F

二
百
六
十
六
石

〆
高
六
千
四
百
三
十
四
石 川

民
村

F

一
二
百
十
八
石

東
谷
村

b
H

四
百
六
一
石

西
増
川
村

F

六
百
八
十
五
石

東
増
川
村

グ
五
百
九
十
二
石

境

村

グ
五
百
九
十
五
石

江
尾
村

// // 

四三
百百
九八
十十
台三
石石

西
船
津
村

船
津
村

グ
一
二
百
三
十
二
石

石
川
村

ダ
ム
ハ
百
五
十
四
石

西
平
沼
村

グ
百
二
十
六
石

東
平
沼
村

F

一
二
百
二
石

西
井
出
村

グ
五
百
二
十
二
石

東
井
出
村

F

一
-
一
百
三
十
八
石

根
古
屋
村

グ
二
百
六
十
六
石

青
野
村

〆
高
六
千
四
百
三
十
四
石

全
高
壱
万
二
千
八
百
六
十
八
石

柳
沢
村

村
数
三
十
三
ケ
村

東
原
材

西
椎
路
村

東
椎
路
村

西
沢
田
村

中
沢
田
村

東
沢
白
村

茜
熊
堂
村

東
熊
堂
村

岡
宮
村

沢
田
新
田

小
諏
訪
村

大
諏
訪
村

松
長
村

今
沢
村



そ
の
分
布
は
、
原
宿
を
境
と
し
て
東
組
と
西
組
に
分
れ
、
そ
の
中
間
の
柳
沢
村
だ
け
が
両
組
に
跨
っ
て
い
る
。
定
助
郷
村
の
大
部
分
は

愛
鷹
山
麓
を
走
る
根
方
街
道
に
沿
っ
て
い
る
が
、
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一
部
分
は
東
海
道
筋
の
村
々
と
な
っ
て
い
る
。

興
津
町
誌
収
録

拙
稿
一
般
助
郷
村
l
東
海
道
三
遠
国
境
安
倍
川
間
十
三
宿
の
助
郷
村
に
取
材
し
て
新
地
理
第
六
巻
第
一
号
一
九
五
七
年

玉
置
哲
郎
山
間
部
の
助
郷
村
の
問
題

l
l中
山
道
和
田
宿
の
場
合
人
文
地
理
第
干
二
巻
第
五
号
一
九
六
O
年

五
駅
便
覧
(
日
本
交
通
史
料
集
成
一
九
三
八
年
)

大
島
延
次
郎
日
本
の
路
日
本
歴
史
新
書
一
九
五
五
年

長
井
政
太
郎
東
北
の
集
落
一
九
五
六
年

児
玉
幸
多
近
世
宿
駅
制
度
の
研
究
1
1
8
中
山
道
追
分
宿
を
中
心
と
し
て

菊
田
太
郎
東
海
道
守
口
宿
・
守
口
駅
一
九
五
九
年

原
町
誌
編
集
委
員
会
原
町
誌
資
料
篇
(
そ
の
二
)
|
|
古
文
書
集
録

註
12 3 4 5 6 7 8 9 

一
九
五
七
年

一
九
五
九
年




